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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第2四半期連結
累計期間

第69期
第2四半期連結
会計期間

第68期

会計期間

自平成20年
　4月1日

至平成20年
　9月30日

自平成20年
　7月1日

至平成20年
　9月30日

自平成19年
　4月1日

至平成20年
　3月31日

売上高（百万円）    108,551   56,359 222,740

経常利益（百万円）     3,075     2,053 6,388

四半期（当期）純利益（百万円）  1,809  1,230 3,815

純資産額（百万円）     ―     49,163 48,261

総資産額（百万円）     ―     104,088 105,717

1株当たり純資産額（円）     ―     1,132.361,111.06

1株当たり四半期（当期）純利益金額（円）     41.66     28.33 87.73

潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額（円） ― ―     ―

自己資本比率（％）    ―    47.23 45.65

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
    3,793     ― 1,916

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
    △1,523     ― △2,107

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
    △453     ― △1,598

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円）     ―     9,206 7,468

従業員数（人）    ―    1,116 1,043

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．従業員数は、就業人員数を表示しております。

４．潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２【事業の内容】

　当第2四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

３【関係会社の状況】

　当第2四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

平成20年9月30日現在

従業員数(人) 1,116

（注）従業員数は就業人員数であります。

 

(2）提出会社の状況

平成20年9月30日現在

従業員数(人) 966

（注）従業員数は就業人員数であります。 
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第2四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第2四半期連結会計期間
（自　平成20年7月１日
至　平成20年9月30日）

前年同期比（％）

建設・環境ビジネスユニット（百万円） 5,449 －

FAシステムビジネスユニット（百万円） 8,183  －

産業システム部門　計（百万円） 13,633 －

半導体・デバイスビジネスユニット（百万円） 36,043 －

情報通信デバイスビジネスユニット（百万円） 1,382  －

電子・情報通信デバイス部門　計（百万円） 37,426 　　－

その他（百万円） 0 －

合計（百万円） 51,061 －

（注）１．金額は仕入価格によっており、消費税等は含まれておりません。

２．数量は単位、呼称が多岐にわたるため、省略しております。

 

(2）販売実績

　当第2四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称
当第2四半期連結会計期間
 （自　平成20年7月１日
 至　平成20年9月30日）

前年同期比（％）

建設・環境ビジネスユニット（百万円） 5,788 －

FAシステムビジネスユニット（百万円） 9,417  －

産業システム部門　計（百万円） 15,205 －

半導体・デバイスビジネスユニット（百万円） 39,707 －

情報通信デバイスビジネスユニット（百万円） 1,446  －

電子・情報通信デバイス部門　計（百万円） 41,154 　　－

その他（百万円） 0 －

合計（百万円） 56,359 －

（注）１．販売実績は、受入手数料を含めて計上しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３．数量は単位、呼称が多岐にわたるため、省略しております。

４．主な販売先への販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりです。

相手先

当第2四半期連結会計期間
（自　平成20年7月１日
至　平成20年9月30日）

金額（百万円） 割合（％）

 三菱電機㈱ 6,045  10.7
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２【経営上の重要な契約等】

　当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

 

(1) 業績の状況

当第2四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国から波及した金融危機の拡大が、世界的に景気の減速感を

加速することとなり、株安や円高の進行が企業景況感を一気に悪化させました。

当社グループの取引に関する業界も、デジタル家電関連では北京オリンピック需要が期待ほど伸びず、半導体、自

動車及び工作機械関連では景気の不透明感を背景に生産調整の実施や慎重な姿勢に転じた設備投資の影響などで

経営環境は一段と厳しい状況となりました。

こうした状況下、当社グループは中期経営計画「ＥＶ・８(Evolution2008)」の最終年度として、重点事業の収益

力向上や新分野の開拓を推進すると共に、一層の生産性向上に取り組んでまいりました。

　その結果、当社グループの当第2四半期連結会計期間の業績は連結売上高563億59百万円、営業利益20億68百万円、

経常利益20億53百万円、四半期純利益12億30百万円となりました。

 

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。

①産業システム部門

「建設・環境」ビジネスユニット

　建設・環境の各セクションでは、不動産関連の需要の減速や天候不順などがありましたが、オール電化の物件等

が順調に伸長しました。

　結果、建設・環境ビジネスユニットの連結売上高は57億88百万円となりました。

 

「FAシステム」ビジネスユニット　

　FAシステムビジネスユニットでは、自動車、工作機械及び実装装置向け設備投資が急激に減速しました。

　結果、FAシステムビジネスユニットの連結売上高は94億17百万円となりました。

 

　以上のことから、産業システム部門全体の連結売上高は、152億5百万円、営業利益は9億84百万円となりました。

 

②電子・情報通信デバイス部門　

「半導体・デバイス」ビジネスユニット　

半導体・デバイスセクションでは、デジタル家電市場で一部顧客向けメモリの需要減に加えて、自動車電装品

関連の下方修正、住宅機器関連設備の大幅減産調整等が重なりました。

産業デバイスセクションでは、空調機関連は堅調に推移しましたが、FA、車載関連などで受注の鈍化が見られま

した。

　結果、半導体・デバイスビジネスユニットの連結売上高は397億7百万円となりました。

 

「情報通信デバイス」ビジネスユニット　

情報通信デバイスビジネスユニットでは、主力のモニターの低調が続きました。

　結果、情報通信デバイスビジネスユニットの連結売上高は14億46百万円となりました。

 

　以上のことから、電子・情報通信デバイス部門全体の連結売上高は、411億54百万円、営業利益は10億78百万円と

なりました。

 

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本　

　オール電化など省エネ向け需要は堅調に推移したものの、設備投資、住宅関連及び自動車などが生産調整の実施

等があり、連結売上高は491億12百万円、営業利益は19億22百万円となりました。  

 

②アジア

　パソコン用バッテリー保護モジュールは好調に推移したものの、自動車電装品関連が減速し、連結売上高は72億

47百万円、営業利益は1億45百万円となりました。  
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より17

億38百万円増加し、92億6百万円の残高となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結会計期間において営業活動から得られた資金は、26億30百万円となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益の計上20億65百万円、売上債権・仕入債務の増加とたな卸資産の減少によるネット資金の

増加5億95百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第2四半期連結会計期間において投資活動から得られた資金は、4億79百万円となりました。これは主に、積立保

険の満期返戻等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第2四半期連結会計期間において財務活動に使用された資金は、67百万円となりました。これは主に、配当金

の支払59百万円等によるものです。

 

(3) 事業上および財務上の対処すべき課題 　　

　当第2四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第2四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。 

 

 

EDINET提出書類

菱電商事株式会社(E02518)

四半期報告書

 8/30



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 113,100,000

計 113,100,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第2四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年9月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,649,955 45,649,955
東京証券取引所

市場第一部

株主としての権利内容

に制限のない、標準と

なる株式

計 45,649,955 45,649,955 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金増
減額
(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

平成20年7月１日～

平成20年9月30日
― 45,649,955 ―  10,334 ―  7,355

 

 

（５）【大株主の状況】

 平成20年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

三菱電機株式会社 東京都千代田区丸の内2丁目7－3 15,511 33.97

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社信託口

東京都中央区晴海1丁目8－11 1,310 2.86

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社信託口4G

東京都中央区晴海1丁目8－11 1,222 2.67

ステートストリートバンクアンドト
ラストカンパニー505019(常任代理
人　株式会社みずほコーポレート銀
行）

AIB　INTERNATIONAL　CENTRE　P．O．BOX　518　IFSC　

DUBLIN　IRELAND

（東京都中央区日本橋兜町6番7号）
1,162 2.54

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目2－1 1,087 2.38

日本マスタートラスト信託株式会社
信託口

東京都港区浜松町2丁目11－3 1,057 2.31

資産管理サービス信託銀行株式会社
証券投資信託口

東京都中央区晴海1丁目8－12 776 1.69

シービーエヌワイデイエフエイイン
ターナショナルキャップバリュー
ポートフオリオ（常任代理人　シ
ティバンク銀行株式会社）

1299　OCEAN　AVENUE　11F．　SANTA　MONICA，　CA　90401

　U．S．A

（東京都品川区東品川2丁目3番14号）
633 1.38

シチズンホールディングス株式会社 東京都西東京市田無町6－1－12 580 1.27

野村信託銀行株式会社投信口 東京都千代田区大手町2丁目2－2 573 1.25

計 ― 23,912 52.38

（注）１．所有株式数は千株未満を切捨てて表示しております。

２．上記の他、当社所有の自己株式が2,233千株(4.89%)あります。

３．次の法人から、大量保有報告書の提出があり(報告義務発生日　平成19年2月15日)、次のとおり株式を保有している旨報告を受けており

ますが、当第2四半期連結会計期間末時点における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状況」では

考慮しておりません。

氏名又は名称 住所 所有株式数(千株)
発行済株式数に対する所有株式数の

割合(%) 

 野村アセットマネジメント株式会社 東京都中央区日本橋一丁目12番1号 2,315 5.07 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成20年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式) 

普通株式 　 2,233,000
―

株主としての権利内容に制限のな

い、標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式   42,906,00042,906 同上

単元未満株式 普通株式      510,955 ― 同上

発行済株式総数 45,649,955 ― ―

総株主の議決権 ― 42,906 ―

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機

構名義の完全議決権株式に係る議決権の数3個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式411株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成20年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合
（％）

(自己保有株式)

菱電商事株式会社

東京都豊島区東池袋

3－15－15
　2,233,000― 　2,233,000 4.89

計 ― 　2,233,000― 　2,233,000 4.89
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年4月 5月 6月 7月 8月 9月

最高（円） 675 790 787 733 689 667

最低（円） 604 665 732 616 627 540

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,206 7,468

受取手形及び売掛金 60,804 65,280

商品 12,913 12,363

その他 8,465 6,479

貸倒引当金 △122 △125

流動資産合計 91,267 91,466

固定資産

有形固定資産 ※1
 4,228

※1
 4,264

無形固定資産 775 873

投資その他の資産

その他 7,963 9,259

貸倒引当金 △147 △146

投資その他の資産合計 7,816 9,113

固定資産合計 12,820 14,251

資産合計 104,088 105,717
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 48,020 50,778

短期借入金 177 103

未払法人税等 1,453 1,427

その他 2,652 2,543

流動負債合計 52,304 54,853

固定負債

退職給付引当金 1,407 1,358

役員退職慰労引当金 177 205

その他 1,034 1,037

固定負債合計 2,619 2,602

負債合計 54,924 57,455

純資産の部

株主資本

資本金 10,334 10,334

資本剰余金 7,371 7,368

利益剰余金 32,422 31,134

自己株式 △800 △782

株主資本合計 49,327 48,054

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18 231

為替換算調整勘定 △182 △24

評価・換算差額等合計 △164 207

純資産合計 49,163 48,261

負債純資産合計 104,088 105,717
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 108,551

売上原価 97,668

売上総利益 10,883

販売費及び一般管理費 ※1
 7,842

営業利益 3,040

営業外収益

受取利息 55

受取配当金 41

持分法による投資利益 46

その他 90

営業外収益合計 234

営業外費用

支払利息 23

売上割引 42

その他 133

営業外費用合計 199

経常利益 3,075

特別利益

投資有価証券売却益 219

特別利益合計 219

特別損失

投資有価証券売却損 155

投資有価証券評価損 55

特別損失合計 210

税金等調整前四半期純利益 3,084

法人税等 1,275

四半期純利益 1,809
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 56,359

売上原価 50,363

売上総利益 5,996

販売費及び一般管理費 ※1
 3,927

営業利益 2,068

営業外収益

受取利息 29

受取配当金 1

持分法による投資利益 15

その他 60

営業外収益合計 107

営業外費用

支払利息 11

売上割引 23

為替差損 44

投資有価証券売却損 25

その他 16

営業外費用合計 122

経常利益 2,053

特別利益

投資有価証券売却益 219

特別利益合計 219

特別損失

投資有価証券売却損 155

投資有価証券評価損 52

特別損失合計 208

税金等調整前四半期純利益 2,065

法人税等 835

四半期純利益 1,230
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,084

減価償却費 296

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1

受取利息及び受取配当金 △97

支払利息 23

為替差損益（△は益） 1

持分法による投資損益（△は益） △46

有価証券償還損益（△は益） 20

固定資産除売却損益（△は益） △2

投資有価証券売却損益（△は益） △39

投資有価証券評価損益（△は益） 55

売上債権の増減額（△は増加） 4,127

たな卸資産の増減額（△は増加） △663

仕入債務の増減額（△は減少） △2,505

その他 706

小計 4,957

利息及び配当金の受取額 108

利息の支払額 △23

法人税等の支払額 △1,249

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,793

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 92

有形固定資産の取得による支出 △141

有形固定資産の売却による収入 15

無形固定資産の取得による支出 △61

投資有価証券の取得による支出 △50

投資有価証券の売却による収入 92

短期貸付金の増減額（△は増加） △1,995

その他 524

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,523

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 81

自己株式の純増減額（△は増加） △14

配当金の支払額 △519

財務活動によるキャッシュ・フロー △453

現金及び現金同等物に係る換算差額 △78

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,738

現金及び現金同等物の期首残高 7,468

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 9,206
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　平成20年４月１日をもって、東京菱商テクノ株式会社を存続会社とし、大阪菱商テクノ

株式会社及び名古屋菱商テクノ株式会社を消滅会社とする合併を行い、社名を菱商テク

ノ株式会社と変更いたしました。

 （2）変更後の連結子会社の数

６社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　なお、この変更による損益への影響はありません。

 （2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しておりま

す。

　なお、この変更による損益への影響はありません。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．たな卸資産の収益性の低下に

よる簿価切下げの方法 

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」に基づく簿価切下げについては、収益性が

低下していることが明らかなたな卸資産についてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行うこととしております。 

２．固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分する方法により算定しております。 

３．繰延税金資産の回収可能性の

判断 

　前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化

がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法を採用しております。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。 

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,931百万円であ

ります。

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,917百万円であ

ります。

 

２　保証債務 ２　保証債務

従業員持家融資等に対する保証 691百万円

営業取引に対する保証  

（取引先：日成ビルド工業㈱外

計3社）

17百万円

計 709百万円

従業員持家融資等に対する保証 729百万円　

営業取引に対する保証  　

（取引先：三井住友建設㈱外計12社）49百万円　　　　

計 779百万円　

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

運賃諸掛 936百万円

給与諸手当 2,408

賞与 1,076

退職給付費用 254

役員退職慰労引当金繰入額 57

福利厚生費 627

賃借料 544

減価償却費 295

貸倒引当金繰入額 10

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

運賃諸掛 482百万円

給与諸手当 1,199

賞与 557

退職給付費用 125

役員退職慰労引当金繰入額 10

福利厚生費 327

賃借料 272

減価償却費 148
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 9,206百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 9,206百万円

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　45,649,955株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　 2,233,411株 

 

３．配当に関する事項

（１）配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年5月15日

取締役会
普通株式 521 12 平成20年3月31日平成20年6月12日利益剰余金

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月31日

取締役会
普通株式 477 11 平成20年9月30日平成20年12月10日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
産業システム
部門

（百万円）

電子・情報
通信デバイス
部門

（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
15,205 41,154 0 56,359 － 56,359

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 10 78 89 (89) －

計 15,205 41,164 79 56,449 (89) 56,359

営業利益 984 1,078 5 2,068 0 2,068

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
産業システム
部門

（百万円）

電子・情報
通信デバイス
部門

（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
29,453 79,096 1 108,551 － 108,551

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 36 159 195 (195) －

計 29,453 79,132 160 108,747 (195) 108,551

営業利益 1,484 1,545 9 3,039 0 3,040

　（注）１．セグメンテーションの方法については、社内管理上使用している事業区分を適用しております。

２．各事業の主な製品

①産業システム部門 昇降機、パッケージエアコン、サーボシステム、ＮＣ装置他

②電子・情報通信デバイス部門 半導体製品、電子部品、液晶、液晶モニター他

③その他 リース他
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 49,112 7,247 56,359 － 56,359

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
2,542 161 2,704 (2,704) －

計 51,655 7,409 59,064 (2,704) 56,359

営業利益 1,922 145 2,067 0 2,068

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 95,414 13,137 108,551 － 108,551

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
4,701 263 4,965 (4,965) －

計 100,115 13,401 113,516 (4,965)108,551

営業利益 2,765 277 3,042 (1) 3,040

　（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度により区分しております。

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

　　アジア：シンガポール、中国、タイ

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 8,638 790 9,428

Ⅱ　連結売上高（百万円）   56,359

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 15.3 1.4 16.7

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 15,583 1,422 17,006

Ⅱ　連結売上高（百万円）   108,551

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 14.4 1.3 15.7

　（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

　　アジア：シンガポール、中国、タイ

　　その他：チェコ、アメリカ 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日） 

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。

その他有価証券で時価のあるもの 

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

（1）株式 2,040 2,578 538

（2）債券    

その他 350 298  △51

（3）その他 1,555 1,076 △478

合計 3,945 3,953 7

（注）当第２四半期連結累計期間において、株式について55百万円の減損処理を行っております。

　　　減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、30～50％

程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っております。 　　　

　 

前連結会計年度（平成20年３月31日） 

その他有価証券で時価のあるもの 

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

（1）株式 2,273 3,163 890

（2）債券    

その他 359 316 △ 42

（3）その他 2,000 1,517 △483

合計 4,633 4,998 364

（注）当連結会計年度において、株式について74百万円の減損処理を行っております。

　　　減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、30～50％

程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っております。 　　　
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（デリバティブ取引関係）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、注記を省略しております。 

 

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。 

 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,132円36銭１株当たり純資産額 1,111円06銭

 

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 41円66銭１株当たり四半期純利益金額 28円33銭

（注）１.　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（百万円） 1,809 1,230

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,809 1,230

期中平均株式数（千株） 43,424 43,419

 

  

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

平成20年10月31日開催の取締役会において、第69期の中間の剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

中間の剰余金の配当金総額　　　　　　　　　477百万円

１株当たりの額　　　　　　　　　　　　　　11円00銭

支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成20年12月10日

（注）平成20年9月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対

し支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月14日

菱電商事株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鹿　島　か お る　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　藤　森　夫　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　真 紀 江　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菱電商事株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菱電商事株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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